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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 松川浦の堆積物の放射性セシウム（137Cs）濃度は松川浦に隣接する沿岸域の海底土よりも比

較的高く（鈴木ら 2019）、河川からの流入や閉鎖性の地形の影響が示唆されている。これら影

響の解明のため、松川浦内、流入河川、新港及び沿岸域の 4 群 13 定点において堆積物の 137Cs

濃度及び粒度分布を測定し、その関係を検討した。松川浦内と流入河川の 137Cs 濃度が沿岸域よ

りも高い傾向が確認された。また、松川浦内及び流入河川の同群内の定点間において 137Cs 濃度

が異なり、要因の一つとして定点間の粒度の違いによる影響が示唆された。 

                                                                                                                           

（１） 2021 年 5～10 月に松川浦内 7 定点（小泉川河口、宇多川河口、梅川河口、棚脇前、十二本

松、岩子、大洲東）、流入河川 4 定点（小泉川、宇多川、梅川、日下石川）、新港 1 定点及び

沿岸域 1 定点（磯部沖約 0.8km）の 4 群 13 定点にて採泥を行った（図 1）。 

（２） ゲルマニウム半導体検出器を用いて堆積物サンプルの 137Cs 濃度を測定した後、粒子径分布

測定装置を用いて 2021 年 8～10 月の堆積物サンプルの粒度分布を測定した。 

（３） 松川浦内及び流入河川にて沿岸域と比べて 137Cs 濃度が高い傾向がみられた（図 2）。 

（４） 松川浦内及び流入河川の同群内の定点間にて 137Cs 濃度が異なる傾向がみられた（図 2）。 

（５） 松川浦内及び流入河川の同郡内の定点間にて各定点の 137Cs 濃度と粒度を比較したところ、

堆積物の粒度が小さいほど 137Cs 濃度が高くなる傾向がみられた（図 3）。同様の傾向が既

往研究でも示されていることから（e.g. He and Walling 1996）、本研究でみられた 137Cs 濃

度の定点間での差異は、粒度の違いが要因の一つと考えられた。 

 

２ 期待される効果 

（１） 松川浦の堆積物の 137Cs 濃度の蓄積メカニズムを解明する資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 堆積物中の 137Cs 濃度に影響する他の要因（環境水、塩分等）について検討する必要がある。 

（２） 新港の 137Cs 濃度が比較的高い傾向にあることについて検証する必要がある。 
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Ⅲ その他 

１ 執筆者 

渡部 翔 

２ 実施期間 
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図 1 採泥定点 図 2 松川浦及びその周辺の堆積物の 137Cs 濃度 

図 3 8～10 月の堆積物サンプルの 137Cs 濃度と粒度との関係（左：流入河川、右：松川浦内） 
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